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ふじみ野市男女共同参画情報誌
●男女が共に活躍できる社会を目指して
「燦」とは……
燦（さん）という言葉には、「鮮やかに輝く」という意味があります。
男女が性別にとらわれることなく、ひとりの人間として尊重し合い、社会の中で充実した人生を送
れるように、そして社会の対等なパートナーとして活躍できるみんなが輝く社会を目指して、この
情報誌をお届けします。

※より多くのみなさんにご覧いただけるよう「市報ふじみ野」に掲載します。 No.27
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女性女性

　
本
市
の
総
合
防
災
訓
練
で
も
講
話
を
行
う
な
ど
、
県
内
全
域

の
市
町
村
職
員
・
自
主
防
災
組
織
・
一
般
の
皆
さ
ん
の
防
災
指

導
に
携
わ
っ
て
い
る
防
災
士
の
田
中
さ
ん
に「
女
性
の
視
点
に

立
っ
た
防
災
」に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　近年、地震や豪雨などの災害が多発しています。大災害が起きたとき、避難所の生活では、特に女
性の心身に大きなストレスがかかりますが、少し意識を変えるだけで避難所生活は大きく変わります。
被災時に化粧水を使うのはぜいたくなことでしょうか？被災時に女性に起こっていること、これから
の防災に必要なことを知り、いざというときのために備えておきましょう。

防災士　田
た な か

中 緑
みどり

 さん

川越市子育て支援センター保育士。元幼稚園
教諭。2004年に川越市消防団に入団、同本
部長に就任。退団後の2011年から、埼玉県
防火防災指導者、NPO法人日本防災士会会
員・NPO法人埼玉県防災士会理事を歴任。
2014年から埼玉県自主防災組織リーダー養
成指導員・イツモ防災インストラクター。
2018年から再び川越市女性消防団員として、
後輩の育成などを行う。

難
所
を
運
営
し
ま
し
ょ
う
。
避
難
所

の
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
必
ず
男
女
両
方

を
配
置
し
ま
す
。

　
あ
る
避
難
所
で
、
洗
面
所
に
化
粧

水
や
ク
リ
ー
ム
を
設
置
し
た
り
、

ニ
ッ
ト
帽
を
支
援
し
て
も
ら
っ
た
り

し
た
と
こ
ろ
、
女
性
が
活
発
に
動
き

は
じ
め
、
避
難
所
が
活
性
化
し
た
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
小
さ
な
事

で
す
が
、
女
性
の
声
が
届
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
避
難
所
が
明
る
く
元
気
に

な
る
こ
と
は
、
早
い
復
興
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

●
女
性
専
用
の
就
寝（
居
住
）ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
。

●
男
女
別
の
ト
イ
レ
や
入
浴
設
備
、

更
衣
室
、
物
干
し
場
、
授
乳
室
な

ど
は
、
昼
夜
問
わ
ず
安
心
し
て
使

用
で
き
る
場
所
に
設
置
し
、
明
る

い
照
明
を
付
け
る
。

●
生
理
用
品
は
女
性
用
ス
ペ
ー
ス
や

ト
イ
レ
に
設
置
す
る
。
ま
た
は
女

性
が
配
布
す
る
。

●
乳
幼
児
が
い
る
家
族
の
部
屋
や
居

住
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

●
女
性
や
子
ど
も
は
、
一
人
で
行
動

せ
ず
、
複
数
人
で
行
動
す
る
。

●
就
寝
場
所
や
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス

を
巡
回
警
備
す
る
。

●
防
犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
配

布
す
る
。

　「
炊
事
や
掃
除
は
女
性
が
担
当
」と

い
っ
た
考
え
の
よ
う
に
、
特
定
の
性

別
や
人
に
役
割
が
偏
ら
な
い
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
協
力
し
合
っ
て
避

　
災
害
が
発
生
し
、
自
宅
で
過
ご
す

こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、
体

育
館
な
ど
の「
避
難
所
」で
避
難
生
活

を
送
り
ま
す
。

　
避
難
所
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
は
家
族

単
位
の
た
め
、
一
人
暮
ら
し
の
人
は

一
人
で
居
住
ス
ペ
ー
ス
に
入
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
夜
中
に

一
人
で
寝
て
い
る
女
性
の
毛
布
の
中

に
知
ら
な
い
男
性
が
入
っ
て
く
る
と

い
う
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
授
乳
室
が
無
く
、

体
育
館
の
隅
で
授
乳
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
男
性
に
じ
ー
っ
と
見
ら
れ
、

落
ち
着
い
て
授
乳
が
で
き
な
か
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
生
理
用
品
を
男

性
が
配
布
し
て
い
て
、
も
ら
い
に
行

け
な
か
っ
た
中
・
高
生
も
い
た
そ
う

で
す
。

　
乳
幼
児
を
連
れ
て
避
難
し
た
場
合
、

普
段
と
違
う
環
境
で
発
熱
し
た
り
、

夜
泣
き
を
し
た
り
す
る
子
が
多
く
い

ま
す
。

避
難
所
で
女
性
が
直
面
す
る

問
題
と
は

女
性
が
安
心
で
き
る

避
難
所
作
り
と
防
犯
対
策

女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

避
難
所
運
営
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編
集
後
記

□ ヘルメット
□ 軍手（滑り止め付）や皮手袋
□ ホイッスル（救助・防犯用）
□ 懐中電灯やヘッドライト

□ 簡易トイレ
□ トイレットペーパー（２～３日分）
□ ウエットティッシュ（顔や体拭き用）
□ アルコール消毒液
□ マスク
□ スキンケア用品
□ 裁縫セット
□ 生理用ナプキン
□ 尿漏れパッドやパンティライナー

□  スマートフォン・携帯電話用充電器
□ 携帯ラジオ
□ 電池

□ ３日分の水と食料品
※ふじみ野市地域防災計画では「最
低3日分（推奨7日分）」。

□ 常備薬
□ 眼鏡・老眼鏡
□ 救急応急処置用品

（ばんそうこう・使い捨て手袋・
安全ピン・カット綿・綿棒・
テープ・止血帯・
ピンセット・はさみ・
アルミブランケット・
三角巾・包帯など）

　
田
中
さ
ん
の
講
演
で「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
」（
い
つ
も
使
用
し
て
い
る
食
品
や

日
用
品
を
多
め
に
買
い
、
使
っ
た
分
だ
け

買
い
足
す
こ
と
で
、
非
常
時
の
備
蓄
に
も

な
る
）の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害
時
に

「
自
分
が
好
き
な
も
の
」を
食
べ
ら
れ
た
ら

い
い
で
す
よ
ね
。
特
売
で
買
い
す
ぎ
て
し

ま
っ
て
も「
防
災
対
策
」に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
気
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

備えておいた方がいい 非常持ち出し品

水・食料品安全避難用品 情報収集用品

医薬品・衛生品

非常持出袋
女性は、重さ10kgを上限に作成しま
しょう。バッグの容量は30～45Lが
目安になります。

生理用ナプキンは、け
がの止血にも活躍。

避難所では下着を交換しにくいため、
尿漏れパッドやパンティライナーは必
需品。子どもにも使えます。

チョコレートやあめ、クッキーなど、
軽くてカロリー補給ができる食品も
おすすめ。
ゼリー飲料は、水分補給とカロリー
摂取の両方ができる。

▲講演を行う田中緑さん。左＝第１１回ふじみ野市総合防災訓練（令和４年１１月）、右＝ふじみ野市人権教育
推進協議会研修会（令和４年７月）

３０～
4５L

10kg
まで

情報誌「燦」を一緒に
編集してみませんか。

興味のある人は
ご連絡ください。


